
関
心
一

広
島
原
爆
の
残
り
火

「
平
和
の
火
」
が
来
月
、

、
．
丁
∴
・
‥
　
．

帝
国
南
部
の
町
・
隣
・
川

へ
初
め
て
層
ル
ら
れ
る
月

企
画
し
た
大
阪
市
の
市
蔑

雷
管
臍
川
め
轟
被

爆
者
支
援
団
体
砿
呼
び
か

げ
た
。
1
2
月
下
旬
陀
頂
点

さ
れ
て
い
る
日
韓
両
国
で

イ
ペ
ン
よ
覇
で
「
平
和
の
・

火
」
を
宇
成
す
る
三
と
勤
ら

≠
大
阪
市
中
熟
区
の
森

公
園
で

の
イ
ベ
ン
ト
で
、
な
韓
被

爆
者
の
患
い
を
込
め
て
、

ら
う
そ
く
に
火
を
と
も

す
。
今
年
は
日
韓
併
合
1

α
8
年
。
素
行
委
ば
「
在

韓
被
爆
曹
の
苦
し
み
を
知

唄
、
平
和
の
あ
沙
方
を
考

え
る
機
会
に
」
と
腐
し
て

い
蕎平
和
の
炊
は
琴
一
次
大

戦
中
、
広
島
で
兵
役
に
戴

い
て
い
た
破
損
本
達
雄
ざ

ぁ
が
、
麻
爆
で
亡
く
な
っ

た
叔
父
の
暫
躍
わ
り
に

故
郷
咽
簡
岡
県
星
野
村
一
康
手
帳
が
洩
ら
え
な
い
こ

∴
．
．
∴
∴
∴

市
町
村
合
併
後
は
八
女
市
一
軋
ら
■
れ
な
か
っ
た
。

が
管
理
を
引
き
継
い
だ
。

鼠
島
の
と
う
ろ
う
流
♭
の

種
火
と
し
て
も
使
わ
恥
て

い
る
。
企
画
b
た
の
ほ
「
キ

γ
㌢
ド
ル
ナ
イ
ト
ワ
ン
ピ

ー
ス
実
行
委
員
会
」
　
（
事

務
局
－
大
阪
市
中
央
区
V
。

吉
沢
武
彦
代
表
（
3
2
諒
韓

国
で
夜
空
爆
音
と
交
流

レ
、
「
肇
被
爆
者
健

計
画
で
は
、
火
隠
実
行

垂
メ
ン
バ
1
が
■
八
女
市
か

ら

駅

川

の

憂

慮

祉
会
館
へ
携
帯
懐
炉
に
入

れ
、
蘭
で
運
ぶ
。
「
ピ
ー

ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
⊥
と

呼
ば
取
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
は
月
3
与
昏
日
、
日
本

か
ら
隣
川
に
集
ま
り
、
会

館
に
住
む
お
年
寄
り
ら
6

人
か
ら
被
爆
体
験
を
聞
き

取
る
。
イ
ベ
ン
ト
は
冬
至

（
今
年
は
1
2
月
翌
日
）
前

後
に
予
定
さ
れ
て
い
る

が
、
国
内
の
開
催
地
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

在
韓
破
顔
着
に
つ
い

て
、
周
に
よ
墓
式
な
数

字
は
な
い
が
、
広
農
腰
頗

壷
大
破
爆
音
数
■
は
約

3
．
栗
と
の
欝
あ
り
、

隣
川
在
律
諺
撮
者
隠
絢
6

0
騒
人
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
へ
兼
行
委
は
ピ
J

ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
1
な
ど

を
募
集
し
て
い
る
。
応
訂

は
今
月
細
田
ま
で
℃
ピ
ー

ス
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
定

員
の
1
5
Å
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ゃ
現
地
ま
で
の
交

瀧
緊
な
ど
墓
は
自
己

負
担
。
聞
い
合
わ
せ
は
間

奏
行
垂
（
0
6
・
6
3
7
5

・
7
7
息
了
6
）
。

【
林
由
紀
子
、
写
異
も
】


